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医療機関における抗菌薬使用の現状

• 抗菌薬使用総量は欧州諸国と比して特に多くはないが、広域抗

菌薬の使用割合が高い1

• 外来での抗菌薬処方機会が多い（とくに小児）1,2

• 本来不要と思われる抗菌薬使用がしばしばみられる3

• 市民の抗菌薬に関する知識は十分とは言えない4

1. J Glob Antimicrob Resist. 2016; 7: 19-23.
2. Gu et al. 24th European Congress of Clinical Microbiology 

and Infectious Diseases. OS0041

3. Intern Med 2009;48:1369-1375.
4. Yahoo 意識調査

http://polls.dailynews.yahoo.co.jp/domestic/25663/vote
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医療機関での抗菌薬適正使用を
進めるために

• 医療従事者、市民で広く問題意識を共有するところ

から始まる

• 医療機関における適切な感染症診療・感染対策

の推進

• 市民レベルでの抗菌薬に関する知識の向上
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http://antibioticawarenessjp.jimdo.com/

2015年 抗菌薬啓発週間

• 有志による抗菌薬啓発活動の

キャンペーン

• 医療従事者のみならず、市民

向けの資料集を作成

• 全国の有志にプロモーションを

呼びかけ

啓発よびかけ人： 片浪雄一・具芳明・忽那
賢志・大曲貴夫・笠井正志・青木眞
事務局：堀成美・潤間励子
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
問題の共有が大きな目標
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SNSを用いた情報共有と啓発

フェイスブック：Antibiotic Awareness, Japan
2013年9月開始、メンバー数918名（2016/10/16現在）

ツイッター @AAD_Japan
2014年11月開始、フォロワー数635名

（2016/10/16現在）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
市民向けの情報をどう広げていくかが課題



Good Practiceの共有

• 病院において

• 抗菌薬適正使用チームによ

る適正化の取り組み1-3

• 診療所において

• グラム染色を活用した質の

高い感染症診療の取り組み4

1. Int J Clin Pract. 2012;66:999–1008.（岐阜大学病院）
2. J Infect Chemother. 2016;22:532-5. （東京都立小児総合医療センター）
3. 週刊医学界新聞 第3183号（2016年7月18日）（岐阜県総合医療センター）
4. 日本プライマリ・ケア連合学会誌 2015;38:335-339.（奈良県橿原市 まえだ耳鼻咽喉科クリニック）

（文献4より）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
奈良県橿原市　まえだ耳鼻咽喉科クリニック



市民を対象とした教育啓発

• ターゲット層：子どもたちとその親

• セルフケアの向上に抗菌薬適正使用

を盛り込む

• 病院、医師会、医学生との協働
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学の事例紹介



まとめ

• 抗菌薬適正使用を進めるためには医療従事者・市民と

広く問題を共有する必要がある

• 医療機関における行政主導の抗菌薬の適正使用に関

する体制整備及び事例の共有等による独自の対策推進

が効果的と考えられる

• 市民の知識やセルフケアの向上をめざした取り組みも有

用と期待される
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Good practiceやノウハウを共有し継続するためのプラットフォームが必要
これまでは自発的だが単発的な活動が多かった
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